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育 林 才 一 研 究 室

A.主 要林木 の育種に関す る研究

宮 島 寛

荒 上 和 利

保 坂 保

f.ス ギ ・ ヒ ノ キの 花 芽 分 化 促 進

ス ギ5品 種(高 辻 ス ギ 採 穂 園 の シ チ ゾ ウ、 ア ヤ ス ギ 、 ヤ ブ ク グ リ、 メ ア サ 、 イ ワオ ス ギ)に 対

し て1品 種2個 体 あ て 、 ヒ ノ キ8ク ロ ー ソ(ヒ ノ キ の ク ロ ー ソ 集 植 地 に お け る 遠 賀1号 、 姶 良25

号 、 国 東18号 、 長 崎1号 、 神 埼4号 、 箱 根5号 、 久 原1号 、 ナ ン ゴ ウ ヒ)に 対 して1ク ロ ー ン

5個 体 あ て 、1966年9月5、7、9日 の3回 に わ た つ て そ れ ぞ れ ジ ペ レ リ ン200PPmの

水 溶 液 を 葉 面 に 散 布 処 理 した。

2.ヒ ノ キ ク ロ ー ン の 集 植

数 年 前 か ら粕 演 において 養 成 して き た 次 の ク ロ ー ンを 実 験 材 料 と して 、 ヒ ノ キ の ク ロ ー ソ 集 植

地 に1966年2月 植 栽 した 。

(壌)母 樹 年 令 別 ク ロ ー ン

粕 演10-1、10-2、10-5、10-4

〃16-1、16-2、16-5、16-4

〃25-1、25-2、25-3、25-4

ク55-1、55-2、

〃55--1、55-2、55-4、

② 母 樹 個 体 別 つ ぎ木 ク ロ ー ン

細0,1、2、5、4、5、6、7、8、

9、}0、11、12、15、14、15、16、

17、18、19、20、

5.自 然交雑種子によるヒノキ実生集団の系統別植栽試験地設定

自然交雑に 畑 結実 した ヒノキの種子を母樹別に採取 して、1964年5月 に播種し、養成し

た苗木(2回 床替 ろ年生)7系 統と、同時に描種して養成した事業用混合種子からの苗木於よび
,

65年5月 採穂、挿付けたナンゴウ ヒクローン2年 生 苗の9群(以 下9系 統 とよぶ)に 分けて



1967年5月 、9林 班 内の試験地に植栽 したo植 栽方法は9系 統について ラテ ソ方格法 によつ

の

た。 植栽間隔は1.5×1.5、1プ ロッ ト当り同一系統4個 体ずつ を植栽 した。 結局1系 統4個 体

×9=36個 体・全系統334個 体 である。植栽直後根元直径な らびに樹高を測定 した。

ヒ ノ キ 系 統 別 植 栽 配 列

但 し、A、B、c、E、F、G、 エ ー 一 一 一 一母 樹 別 実 生 系 統

D-一 一 一 一 ナ ン ゴ ウ ヒ クn一 ソ

H-一 一一一一一一一 事 業 用 混 合 実 生 集 団



根元直径(mm)測 定値と分散分析結果

(植 我直後1966年5月)

⊥
lD1≧(Fs861%×2k×V軒)2

≧(2.82×2×9×O.52)2

⊥

≧(26.5952)2

二≧5.14
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樹高(e加)測 定値と分散分析結果

(植 栽直後1966年3月)

二L

tDt≧(2.82×2×9×25.20)2

工

≧(5e.ア60×25.20)2

⊇≧35。7ア

∴D>(}>C、 鷺 、>B、H、A、1、Fs
'



以 上⊂)測定結果 か ら1%の 有意水準では、試験区の配列は列、行間 に有意差はみ られず・系統

同の差異だけがみ られた。す なわ ち、根元直径では実生系統(C)、(E)は 、 残 り5っ の実生系

統tsよ び ナンゴウ ヒ(D)、 混 合実生集団(H)よ り もすでに植栽 当初の段階で有意の差を もつて

大 きい値を示 してい ることが認め られ、樹高では養苗方法の異なるナンゴウ ヒ(D>を 除 いて実生

系統(G)が 最 もす ぐれ た生長を示 し、つい で(C)、(E)が 残 りの4系 統論 よび混合実生集団

(H)に ぐらべてす ぐれ た生 長を示 していることがわかつた。

今後 この試験地において生長の追跡調査を行ない、系統間の適地性お よび肥培 に対 する反応性

の差異などを観測す る予定である。

互 アカマツ、 クロマ ツの精英樹 のクロー ン間交雑 について

1965年5月 九州林木育種場 か ら分譲を うけた アカマツ、ク ロマ ツ精英樹各20ク ローン計

40ク ローソを'64年5月 生 ケ谷団地6林 班れ小班 内に交配 試験地 として 植栽 した。植栽配置お

よび本数は見取図の とお りである。

この試験地 内において'67年4月11日 ク ロマ ツ精英樹の うち県芦北5号 、県福 岡2号 、水俣

署101号 、県 南松 浦109号 、 県鹿 児島1号 、同2号 の6クローン 、4月22日 ア カマツ精英

樹の うち県阿蘇106号 、 県高田102号 、 県西諸県101号 の3ク ロー ンに対 して除雄および

袋かけを行なつた。 また4月22日 に クロマ ツは県南松 浦109号 ・ 県福岡2号 ・県肝属2号 ・

ア ヵマ ツは県対馬101号 、 県 日出107号 、 県高田102号 、 県阿蘇106号k・ よび試延岡

59号(ア イアカ?)よ りそれぞれ花粉を採取 した。そ して4月25日 ク ロマ ツ・5月8日 アカ

マ ツについてそれぞれつ ぎの組合せで交配を行 なつ た。



アカマ ツ、ク ロマ ツ精英樹 ク ローン 交配 試験地見取図

樹 木 園

ク ロマ ツ精 英 樹 ク ロ ー ン ア カマツ精英樹 クローン

ス ギ 採 穂 園



(ク ロマ ツ×クロマ ツ)4月25日

♀ δ …袋数

gl

`ア カマ ツ×クロマ ツ)4月25日

県 阿 蘇106× 県 福 岡21

県 高 田102× 県 福 岡21

纏 県101x{餓 瓢
,1

(ア カマ ツxア カマ ノ)5月8日


	41_p088_1
	41_p088_2
	41_p088_3
	41_p092

